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ゆうゆう村理念 

1. 私たちは、あたたかい心を育み、誠意と愛情をもって皆様にお応えしたいと思っています。 

2. 私たちは、皆様の喜びを共の喜びとし、一緒に歩んで行きたいと思っています。 

3. 私たちは、郷土に愛される施設をめざし、地域の方々とのより広く強い連携を持ちたいと願っています。 

4. 私たちは、知識の習得と、技術の向上に努めます。 
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八
日
（
月
）
散
髪
（
理
容
西
林
） 

二
二
日
（
月
）
散
髪
（
ヘ
ア
ー
ズ
オ
オ
ツ
キ
） 

 

二
四
日
（
水
）
誕
生
日
会 

 
 

 
 

 
 

 

歌
と
ダ
ン
ス
を
行
い
、
身
体
を
み
ん
な
で
動
か
し
ま
し
ょ
う
！ 

6 月誕生日会 

○
介
護
保
険
負
担
割
合
証
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
と 

な
っ
て
い
ま
す
。 

・
介
護
保
険
負
担
割
合
証 

 

要
介
護
及
び
要
支
援
の
認
定
者
を
対
象
に
、
各
市
町
村
よ
り
七
月
中
に
ご 

自
宅
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
負
担
割
合
の
適
応
期
間
は
原
則
八
月
一
日
～
七
月 

三
一
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
世
帯
員
の
異
動
や
所
得
状
況
に
よ
り
変
わ
る
こ 

と
も
あ
り
ま
す
。 

 ・
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証 

 

長
期
・
短
期
入
所
を
利
用
さ
れ
る
場
合
、
食
費
・
部
屋
代
は
ご
本
人
に
よ 

る
負
担
が
原
則
で
す
が
、
低
所
得
の
方
（
適
応
条
件
に
該
当
す
る
方
）
に
つ 

い
て
は
認
定
に
よ
り
、
利
用
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め 

に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
市
町
村
の
介
護
保
険
課
ま
た
は
当
施
設
の
支 

援
相
談
員
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
新
し
い
証
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、 

事
務
所
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 ○
衣
類
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
ア
メ
ニ
テ
ィ
）
の
お
知
ら
せ 

当
施
設
に
お
い
て
も
衣
類
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
ア
メ
ニ
テ
ィ
）
の
導
入 

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
希
望
さ
れ
て
い
た
方
に
は
申
込
書
の
案
内
を

行
い
ま
す
。
ま
た
新
た
に
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務
所
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ

い
。 な

お
、
現
在
行
っ
て
い
る
業
者
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
一
〇
月
末
日

を
以
て
終
了
予
定
で
す
。 

紙芝居を鑑賞したり、みんなで歌を歌い、 

お祝いしました(^_^) 

お誕生日おめでとう

ございます♪ 

これからも元気で頑

張りましょう！ 

＜紙芝居＞ 

・浦島太郎 

・鶴の恩返し 

＜歌＞ 

・あめふり 

  ･･･など 

フィンドレー大学 施設見学 

 フィンドレー大学の先生が施設見

学に来られました。アメリカと日本

での利用者様への対応方法の違いな

ども教えて頂き、お互いに勉強にな

りました。 
 



 

  

 

 

 

 

  

 

  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

７月の壁画 「色とりどりの朝顔が咲きそろう」 

通所リハビリ 

 

メニュー 

お好み焼き すまし汁 

ゆば和え アイスクリーム 

５月中旬 

５階リハビリ室の様子 

  

 

こんなに大きくなりました★★ 

ゆうゆう村菜園 キュウリや茄子が収穫出来たよ～♪♪ 

６月下旬 

歩行訓練中 

お食事会

 

食中毒に注意しましょう！！菌を「つけない」「増やさない」「やっつける」 

岡山県下に食中毒注意報が発令されました（６月１３日）食中毒に気を付けましょう 

◎黄色ブドウ球菌 

 ・化膿を起こす菌です。菌が食品中で増殖する際に発生する毒素が食中毒を起こします。 

夏場、お弁当やおにぎり等が原因で多く発生します。手指などに多く存在しています。 

  料理をする前にはしっかりと手洗いしましょう。おにぎりを握る際は、手袋やラップを  

  すれば予防になります。 

 ・菌は常温で増殖します。食品は冷蔵庫内（10℃以下）で保存しましょう。 

◎ウェルシュ菌 

 ・夏場の煮込み料理（カレー等）などで発生がみられます。 

 ・芽胞を形成すると、100℃、6 時間の加熱でも生き残ります。 

 ・①作ったらすぐ食べる ②保存するときは、すぐに冷まして冷蔵庫へ ③再加熱する時は、しっかり加熱 

◎カンピロバクター 

 ・家畜などの生物に生息し、特に鶏の保菌率が高いです。 

・鳥刺しなどの生肉や加熱不十分な鶏肉料理などか原因で発生します。 

鶏肉は生で食べずに中心部までしっかり加熱しましょう 


